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の増加率はやゝ向いが・趨泉後の相加が少くなっている・

またその他の晶癌でも砂村（合）と石沢は塩屋後の増加

がKぶっている・

普通栽培では千住・石倉・南部糸の各品性は他晶踵に

比べ増加率が高く】会津・札幌・源吾・飛弾などの実地

夏ねぎ群の増加率は少くなっている・

また1株主をみると・其地星ねぎ群・石沢は軽く・南

部糸，千住・砂村（赤）は各栽培型とも重量が多く，長

谷・伯州・飽海は早出載癌で重く・砂村（合）・石倉は

普通栽培忙おいて1株重が多くなっている・

4．　鶉　　　　嚢

本試験の結果からみるとt早踏早値した早出栽培では

各品種ともよく肖ち・秋冬操の普通栽培では実地夏ねぎ

品性群が他の品機工少生白はやゝ劣っているが・本年の

ェぅな異例な高温乾燥の麦笹も生育が抑えられず，寒地
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佐おけるねぎレノ栽培は鼻李の高山も鮎礫がないように思

南部太ねぎは生育が吐盛で鵬著性にあれ　とくに秋か

ら冬にかけての生長がよく1昇りも良好で吐秀な特性を

持つ品踵と考えられるが－たゞ品種に維点がみつけられ

以上の結如ゝら各栽培型に過する品種を分畑すると！

L　早出栽培ケこ向くと思われる品種

千住・石倉・長谷・南部各系統・由畑

早出栽培でとくにヰ珠を行う場合に例くと思われ

る品種．

飽海・札晩

替地栽培に向くと思われる品種

千住・石倉・南部各系統・高畑

なおこれらの品種中】千住と長谷は細目であるが・南

部各系統及び高畑は太いのてやゝ密値を要すると患う・

ィチゴ花粉の低温抵抗性並びに貯蔵性について（予報）

相　原　四　郎・川　村　邦　夫

（宮城県農試）

1．　ま　え　が　き

近年イチゴの無筆は増大の一途をたどっており一品樋

の育成，生態研究と相まって栽培硬式も復姓となれ周

年生産の方向に進みつつあるが・トンネル栽培等所謂促

成一半促成で吐花鮪の低温也抗性がどの軽度のものかと

いうことは敏枝曲始時期や・管理上の点から極めて生姜

を事柄であると考えられる・

しかしイチゴ花鮎の低温也抗性についての研発は皆無

の状態であるのでこれらの点を明らか忙し栽培上の指針

とする目的で本年は花粉の低温紘抗性について検討し・

併せて花粉貯蔵について餉食を行ったのでその結果を報

告する・

2．　実　験　方　法

L　花粉の低温批抗性

q）花粉の採集方法・前日（5月8日）16時に・翌

日的花する管を採集し∴卦Cの定ぬ鮪で恥紹させ－豊月

（5月9日）発芽試験に供した・

也　人工発芽取の作成，舞大1％．蕨頗皿％・押5・8

－6．Uのものを使用した・

㈲　供用品撞，ダナ一・

㈲　実験風教1姐で反復は2回とした・

之　花粉の貯敵性・

花粉の貯級方法は・花粉を西洋紙に包み・塩化石灰を

入れたビニール袋に懲随して・5℃と－1・5℃一一l・0℃

の温皮下に貯赦した・

その他の方法は前と同じである・

5．　実　鹸　編　集

1　花粉の低温低抗性

第1表に示すよう忙連続5℃・－1・5℃（盟時間）下

では全く花鮒の東芽は見られず・花粉諷昧厄6時間は五

℃＝忙して∴その后5℃．－1・5℃に夫々1－さ時間かさ

再び五℃に移した吻合は何れの区も発芽が秘められ・花

粉管長もそれ相当に伸長している・

しかし途中5－Cにくらべて－1・5℃忙遭遇せしめた方

がよ少よい性能をホしているようである・

低温過遇時間との帥極では5℃1時間区を除いては大

差はない．

楓沐后直ちに－1・5CK夫々の時間冒・き一后添℃に移

した場合でも尭芽はよく，花粉管も良くのびてお少・低

温通過時間では差はないようである・
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第1表　は組と花粉扱儀との挟日系
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（注）実験月日　5月9日9時部分硯床．

5月10日8時一細分染色

置床后直ちに－1・5℃下に1－3時間遭遇させ后茄℃

忙移しても花粉機能は低下していなかったので，史に遭

遇時間とについて知るため実施した結束は第2表の通り

である，

この転巣はI標準区が極めて不良な状態を示しておる

ので・この成績が妥当であるかどうか．疑門ではあるが，

一応結束から見ると－1・5℃では8時間．5℃では10時

間位までは強い低温降菅はなさそうに見受けられる．

第2表　低温通過時尚が花粉の機能に及ぼす彫替

＼　　　　　 項　 目 1 花　 粉 発 芽亮‾亮　 芽 花粉 管

区　　 別 数　 P J 粉 訪 印 ！率　 鵬 長　 川

1　 － 1・5 ℃　　 5　人 1】姐 65 52．4 107．0
2　　　　　　　 8 4 1 10 ． 以・4 47・3
8　　　　　　　 10 1盟 7 5．4 31．2
1　　　　　　 15 れ 14 5．0 8 ．1
丘　　　　　　　 三池 1鴎 U 0 0

注　5月16日8時細分置床

之　花粉の貯廠性

第3表に示す上うに貯鹿花粉でもその扱随は充分加持

出来る結果である．

貯蔵后の臼敬では．どの血生条件下で（5℃．1．5℃一

一l・0℃）貯蔵された花粉でも約7日向は機能は低下しな

いようである．

貯敢温度では5℃鹿に比較して－1・5℃から－1・0℃

間に貯蔵した花粉の方が良い成績を示している．

2日后の鹿央が思わしくなし上陸由については不明であ

1⑬

るが・発芽ぬ反がaCであったことが拍臨池ではなかっ

たかとも考えられる．

弟8表　貯放温度勅佃とイヒ粉触能と紆幽係
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4．　考　　　　察

⊥　花粉の低温抵抗性

イチゴの花粉は5℃以下の低温では発芽は不能である

が・陶窮后常温（溢℃）で6時向経過したものは，その

后5℃以下の放浪に3時間過過しノてもその触能は低下し

ない・しかも－l・5℃に遭遇せしめたものは5℃におか

れたものエ少むしろ良い機能を示している．これは5℃

では花粉の生泊が強く抑えられるでもなく．この間に消

耗があったものと考えられ，一万－1・5℃に通過させた

ものは拍動が放く抑制され，その陶の消耗が少なかった

ための影響ではないかと考えられる．

最初から地温にある時間過過せしめ．后常温に移した

場合は・低温の皮合いと，通過時間とによって機能に差

が生じて祈り15℃より－1・5℃の方が影響度が大きい

ようである．

霜害の被害は雌芯より雄芯の方が受けにくいことが報

告されているが，以上の結果と例せ考えると卜花粉その

ものは相当低温に耐え得ることが明らかであり．鋸南后

－1・5●CK：5－8時間位遭遇しても，その后の温度条件

がエければ花粉の機能は充分発押出米るものと考えられ

る・又途中－1・5℃の低温に通過しても低温障害は受け

ないものと思われる．

之　貯廠花粉の無能

イチゴ花粉も貯鹿が可能であることが誌められ．貯廠

温度では5℃よ少も－1・5℃一一ト0℃がよいようであれ

これは貯廠中の花粉生泊による消椎の度合との地建によ

るものであろうと患われる．

貯威期個は何れも7日尚位は実用的に使用し得る範曲

と考えられるが．なかその方法等や，実用方法等につい

ての検討が必要である．


